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歐洲に於ける外科的結核

に對する治療状況

醫學博士 渡 邊 傳 二

緒言

余は豫て歐洲に於ては外科的結核特に骨,竝 に

關節結核に對する特種の療養所の存することを聞

いてゐたので,肺 結核の 外科的療法を見學 す る

旁,こ の方面をも特に關心を持つて視察し種々裨

益さるる所が多かつたので,之 を記述して見度い

と思ふ.

Tuberkulose-Krankenhaus der Stadt Berlin,
Beetz.Sommerfeld(Direktor:Dr.Ulrici).こ

の病院は既述(前 號)せ る如く肺結核を主とする

病院ではあるが外科的結核の患者も亦多數收容さ

れてゐる.之 等の患者は肺結核患者とは病棟を異

にし,更 に小兒の骨,關 節結核は大人とは分離 し

て收容 してある.こ の小兒病棟は他の建築物とは

全然隔離して建てられて1劃 を形成 し,外來 着 と

の面接は無論のこと,兩 親の訪問さへ も1週1囘

といふ樣に非常に制限してある.此處 では大人の

脊椎「カリエス」に對しては「ギブス床」を用ひず,

小麥の藁を極めて細小に截斷 し,之 を4角 形の木

綿袋の中に敲き込み,厚 さ約5寸 位のものとなし

(之をHeckaeと 云 ふ),之 を床上に置き,其 の上

に患者を横臥せ しめてゐる.之 等の患者は晴天の

日には病床を終日「バルコニー」又は屋外に引き出

し,全 裸 となして日光浴を行は しめ,又患 者を し

て腹位をとらーしめて,罹患 脊椎部をも含めた脊部

を日光に曝露してゐる.爲 に患者の皮膚は赤褐色

に灼けてゐる.全 治に近づく時は 「ギブスコルセ

ツト」を着用せ しむ.

小兒の「脊椎カリエス」には「ギブス床」を用ひて

ゐる.Heckseの 「ベツト」では小兒は轉び 落ちる

が爲である.其 の他の關節結核 では夫々 「ギブス

繃帶」を施 して,兩 雪の時以外は終日終夜屋外に

起居せ しめ,又 歩行器を着けしまま芝生の上を裸

體で飛び廻らせてゐる.「ギブス繃帶 」は之を卷 き

Liege Halleにて 日光浴中の患兒.(左 側

に見ゆる柵附「ベツト」は幼兒用のもの

し後其の上に「ラツタ」を塗り,「ガーゼ」を張 り着

け,之 を3,4囘 反覆してあるがため「ギブ ス粉」の

剥脱す ることが無く,又 清拭が可能であるか ら,

「ギブ ス繃帶」を長 く清潔に保つことが出來る.又

「ギブス繃帶」は切半 して兩側にて綴 り合す樣にな

し,常 に罹患部を清潔に保ち,又 局所の日光浴に

便ならしめてゐる.

北歐 の常として晩秋から初春にかけては曇天が

續き日光に惠まれないがため,こ の季節には人工

太陽燈の照射を行つてゐる.要 之,骨,關 節の結

核に對しては局所の固定,安靜 と日光療法 とを主

とし,X線 治療,又 は觀血的療法は行はない方針

を採つてゐる.特 に小兒に於てはX線 照射により

てEpiphyseを 損傷 し,骨 の發育を傷害すること

ありとして,Ulrici氏 は小兒に對 してX線 治療は

絶對的禁忌なりと言つてゐる.減鹽 食,又は無 食

鹽食等は與へず普通食を攝取せ しめ,唯小兒には

肝油,Cebion錠 等を投與してゐるのみである.其

の他の注射,又は 内服藥等は全然試みてゐない.

之等小兒患者は長年月收容されてゐるがため,之

等小兒のたあKindergartenerin保姆 をおき毎 日

午前中學課を修めしめてゐる.又 之等の小兒は1,
,
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2週 間 目の日曜日に慈母の來訪を受けるのみであ

つて,其 の間は看護婦が母に代りて何彼と面倒を

見てゐる.

 Hamburg大 學 のEppendorf Krakenhaus(大

學附屬病院)の整形外科教授Man氏 も亦骨,竝 に

關節結核にはX線 療法の不可なるを説き,Ulrici

氏 と同樣小兒なればEpiphyseを 傷害し,骨 の發

育を妨 ぐるを以て特に不可なりと言つてゐる.氏

も罹患局所の安靜と全身の日光浴,榮 養の増進と

を計るのみにて可なり,只 大人の治癒困難なる關

節結核なれば關節切除を行ふことあるも,小 兒に

ては全 く對症的療法のみにて可なりと,余 に再三

説明された.氏 の教室でも減鹽,無食鹽療法等は試

みてゐない.教 授は更に大學の教室とは全然別個

にHamburg郊 外のAlten-Eichen… …此處は日

本 に馴染深いHagenbeck動 物園に近い…… にあ

る氏の「プリバー ト」の整形外科病院に余を伴ひ,

多數の「小兒脊権カリニス」の治療状況を見せて下

さつた.こ の病院には小兒の「脊椎カリエス」のみ

を收容 してゐる.肺 結核を合併せざる患兒に對 し

ては1年 中,晝 夜の別なく屋上のLiege Halleに

「ベ ツト」を引き出しLiege Kurを 行は しめてゐ

る.興 味あることは1人 の患兒に對 し,必 ず2箇

の「ベツトJを用意してあることで,1箇 は板「ベツ

ト」の上に薄い毛布を敷きしもので,其 の上に「ギ

ブス床」を置き,小兒を其の中に横臥せ しめ日光の

照射する箇所に置いてある.他 の「ベツト」は普通

の もので日蔭に置き,日 光の照射せざる時はこの

「ベツト」上に横臥せ しめて 玩具遊び等をなさし

め,小 兒をして窮屈な「ギブス床」より解放 し,病

感を忘れさす樣にしてゐる.こ の2箇 の「ベツ ト」

を巧に使用することによりて,小 兒は食慾も衰へ

ず,數 箇月一數箇年の長きに亙 り倦むことなく,

朗 に治療を繼續することが出來る との ことで あ

る.龜 背のある患兒でも決 して牽引を行はず,「ギ

ブス床」の龜背に相當する部を「ギブス」にて徐々

に厚く補填して行き,龜 背を矯正せしめてゐる.

之に依りて麻痺症状の既に現れてゐる患者でも完

全に矯正治癒せ しめてゐる
.「ギブス床」は一般に

深く必ず頭部を附着せしめてゐる.「 ギブス床」内

には可なり厚 く綿を布き,其 の上を木綿布で包み

肌觸 りを良 くす.幼 兒では「ギブス床」を廣い布を

用ひて背部に固定 し,患 兒の「ギブス床」より脱落

するのを防いでゐる.「ギブス床」は半箇年に1囘

は必ず造 り直すことにしてゐる.こ の病院でも女

教師を傭ひ,午 前中患兒のため學習を怠らぬ樣注

意 してゐる.斯 くて恢復に近づけば「コルセツト」

を着用せしめて退院を許す.

 Oskar-Helene-Heim (Berlin-Dahlem, Kron-

prinzallee 2291)こ の病院はOskar, Heleneの 夫

婦(何 れも夫婦のVername)の 寄附によりKru-

ppelfursorgeの 始 祖であるProf. Bisalskiに より

て1912年 起工,1914年 完成された ものである.

この内にある不具者授産所Schulungsanstalt for

Korperbehinderteは 餘 りにも有名であるが,之

は後記して,茲 ではこの病院 に於ける外科的結核

の治療状況のみを記すこととする.此 處にも骨,

關節結核の患者が非常に多い.之 等の患者は病室

に收容せず,全 部Liege Halleに 樹 臥せ しめてゐ

る.日 光の照射する間はLiege Halleか ら 「ベツ

ト」を引き出して日光浴をなさしめ,曇 天雨天の

時はLiege Halle内 に 引き込むのみで1年 中室内

には入れない.龜 背ある「脊椎 カリエス」患者には

極輕度の牽引を行つてゐる.即 ち「ベ ツト」の頭部

を高くし,輕 度の斜位をとらしめ,頭 部に極輕い

錘を附 し,體 の下方に滑落するを防 ぐ程度とし,

足部には錘を附けない.「 ギブス床」には全部頭部

と下肢部とを附す.即 ち全身が「ギブスシヤーレ」

の中に篏まり込む樣にす.輕 快に趣 く時は 「ギブ

スコルセツト」を着用せ しめ,更 に通常「コルセツ

ト」に移行す.

 學齡期の兒童には林間にて授業をなし,映 畫を

觀賞せ しめ,又 圖書の設備 もある等知的進歩に注

意を拂ふことは前記の諸病院と同樣である.
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附記.Schulungsanstaltfur Korperbehinderte

不具者授産所.種 々の整形外科的疾患によりて不

具者となれる人々に職業の再教育を行ひ,經 濟的

に獨立せ しめや うとする設備は獨乙國内各所に見

られるが,こ のOskar-Helene-HeimのSchulung-

sanstalt授 産所は獨逸最古のものであり,又 規模

も大なるものとして有名である.製 本,整 形外科

器械,指 物,截 斷,製 靴,籐 細工,製 圖部等の諸

部に分れ,何 れも小さいながら工場組織となつて

ゐる.又別にStenographie, Maschinenschreiben,

Korrespondenz等 を 教授する部もあつて,余 の

訪問當時14歳 より20歳 迄の不具者が この部 に

27名 收容されてゐて,其 の内上肢切斷術を受けし

者が11名 もあつた.

  この不具者授産所の年限は各部とも2箇 年にし

て,之 を修了せる後は夫々の工場に働き,又 は獨

立するのである.

 Das Institnte fur Wirbeltuberkulose vom

Deutschen Roten Kreuz (Dresdenの 近郊).此 處

の主任はDr. Finckで 病床數55箇,「 脊椎カリエ

ス」患者のみを 收容してゐる.「ギブス床」には必

ず頭部を附着せしむ.局 所病變の著明なる當初は

「ギブス床」に下肢部をも附着せ しめ
,頭 部より足

蹠迄全身を「ギブスシヤーレ」の中に篏め込ませて

ゐるが,病 變の輕快と共に下肢部は漸次短縮 し,先

づ膝膕部迄,次 いで臀部迄に切除短縮す.龜 背あ

るも牽引を行はず して,「 ギブス床」の龜背に相當

する部に脱脂綿を徐々に重積 し,龜 背部を徐 々に

押 し込み矯正する樣努めてゐる.小兒では「ギブス

床」を寸時も體より離れしめざる爲幅廣の布帶を

持つてこの兩者を丁寧に纏絡してある.患 者を屋

外に出して日光浴を行ふ時でもこの纏絡を解か

ず,「 ギブス床」に縛 り着けし儘抱へ出してゐる.

斯樣に終日「ギノス床」に固定し,横 臥せしむるも

食慾の減退もなく,榮 養状態も良好,皮 膚は黒光

りしてゐる.1週 に1囘 この固定を解き患者の體

を清拭す.無 鹽療法もX線 療法も行つてゐない.

輕快 と共 に「ギ ブ ス コル セ ツ ト」を 着 用せ しむ.

 Heilanstalten Hohenlychen (Mecklen burg).

Hohenlychenは 伯 林 の 北 方 に あ る寒 村 で,伯 林

のStettin驛 を 發 し,途 中1囘 乘 り替 へ てHohe

nlychen驛 に 着 く,伯 林 か ら2時 間 以 上 の汽 車 行

程 の 所 で あ る.こ の病 院 は1914年 建 設 され し も

の で.前 院 長 はBier教 授 の 門 下Eugen Kisch氏

で あ つ た.Kisch氏 はLeysinのRollier氏 の 高

原 結 核 療 養 所 に對 し,平 地 療 養 を 主 張 した.即 ち

外 科 的 結 核 に對 して 日光 療 法 の 效 果 あ るは 紫 外線

の 作 用 の み で に無 く,赤 外 線 の 效 果 も亦 大 な り と

し,必 ず し も紫 外線 の豐 富 な る高 地 を選 ば ず と も

平 地 に て可 な りと説 い た.氏 は又 赤 外線 發 生裝 置

Kisch氏 燈 を旺 んに 使 用 した もの で あ る.斯 樣 な

意 味 か ら して もこの 地 の病 院 もLeysinのRollier

氏 の 病 院 と共 に外 科 的 結 核 の 治療 方 面 で は 相 當 有

名 な もの で あ る.現 在 の 院 長 はProf. Gebhardt

で,氏 はMunchen大 學 に てSauerbruch教 授 に,

次 い で故Lexer教 授 に 師事 した 人 で,1933年 院

長 と して 赴 任 し たの で あ る.又Gebhardt氏 は 伯

林 のReichs-Sportsfeld(舊 オ リン ビ ツ ク競 技 場)

に あ るSporksinstitutのKlinische Abteilung

の主係をも兼任してゐて,1940年 の 「東京オ リン

ビツク」には是非日本に行き度い等と言つてをら

れた.50歳 位短躯の運動家らしい人で,「ナチス」

色の相當濃 い人の樣 だ.現 在 では この病院は

Spo-rtsbeschadigter(競 技に因る負傷者)を 主と

して治療してゐる.其 の他外科的結核,脊 髓性小

兒麻痺等の病棟 もある.次 に之等病床數の割當を

示すと,

「スポーツ」に因る受傷者 150-200床

  外科的結核 150床

  脊髓性小兒麻痺 100床

で,現 在では外科的結核はこの病院の主體ではな

い樣だ.

 「脊椎カリエス」には全部頭部を有する「ギブス

床」を使用せ しめてゐる.こ の病院では 關節結核
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に對して多數の手術的治療を行つてゐる.股 關節

結核,膝 關節結核に對 して關節切除を行ひ強直を

以て完全に治癒せ しめ しものを多數示説 して呉れ

た.併 し之等の症例は何れも重症のものにして,

輕症のものに對しては常に安靜療法と日光療法と

を行ふ方針を採つてゐる.關 節手術の際,無 菌法

に特に注意を拂ふことは當然であるが,こ の病院

では驚くべき嚴重さであつた.關 節手術の時には

原則として手術者 と器械係の看護婦以外は誰も手

術室に入れない.遠 來の余を手術室に導きし時 も

vorsichtig!を 連發 して遠方から覗かすだけだつ

たのには全く閉口した.患 者は前日に入浴し,手

術直前に局所の剃毛をなし,局 所の 「エーテル濕

布」をなして手術室に運ぶ 其の後の局所の消毒操

作 も非常に嚴密に行つてゐた.併 し術者の手術衣

の袖が餘りに短きため,護 謨手袋と袖との間が5,

6寸 も離れてゐて,其 處から髭深い 肘關節部が露

出してゐるのは周圍の無菌操作の餘 りに嚴重なる

に比 し寧ろ滑稽な感を懷かしめた.

 詑 附.餘 談に屬するが,次 いでにこの病院の最

も重要な部門である「スポーツ」に因る外傷外科の

状況を瞥見 して見よう.1933年 秋Gebhardt教 授

が本院に來任 してより1937年9月 迄の間に「スポ

ーツ」外傷後手術を行へるものは次の1481名 であ

る.

Meniecus Ausschneidung 1113 

Entfernung von Meniseusregeneration 21 

Entfernung von Knieganglien 24 

Kreuzband Sekundarnahte 43 

Kreuzband Plastik 28 

Seitenband Seidenzugerplastik 91 

 Teilplastik des Kniegelenks 106 

Gelenk Totalplastik 55 

                         1481

 即 ち,「 メニスクス」の切除が大部分を 占めて

ゐる.手 術後の後療法には非常 に注意を拂ひ,

Gebhardt教 授 も極力之を 力説 してゐた.こ の爲

には各種設備の完璧を期してあることは申す迄も

ないが,特 に眼を惹くのは25人 の女「マツシスト」

Pflegerinが 各 自多數の患者を分擔 して「マツサー

ジ」,「ギムナスチツク」等を行つてゐる壯觀であ

つた.之 等のPflegerinは 全部Munchenに あ る

Prof. Bohmの 經營す るKranken Gymnastik-

Schuleで2箇 年半の課程を了へたものである.斯

くて或程度迄活動力を快復 した 患者 はWerk

dienstを やつてゐる.之 は前述のOskar-Helene

Heimに 於けるSchulungsanstalt fur Korperbe

hinderteと 共 に最も古きものの1つ である.當 時

この工場 に50名 の 患者職工が働いてゐた.併 し

Oskar-Helene-Heimの 工場組織に 比すれば規模

は小である.

 瑞西Leysin Sanatorium (Direktor: Prof-Ro-

llier)南 瑞西にあるLeysin高 地への登山列車は

Aigleを 起點とし,「アブ ト式」の登山列車で軌道

を攀ぢ登ること約40分 に してLeysin Village驛

に着 く.

 骨,關 節結核と言へば直ちにRollier氏 の「レ

ザン療養所」を想起する程餘 りにも有名なもので

ある.余 は8月 の某日此處を訪づれた.余 は前日

「ジユネーブ」を出發 し
,「 ジユネーブ湖」の北岸

を汽車で走り,バ イロンの詩と幽邃の趣きとで有

名な湖畔の古城(Chataux)を 眺め,湖 畔の果樹

園の間を走 り,「レザン」山麓の小驛Aigleに 着き

1泊 した.瑞 西と言へば風景絶佳なる平和境を想

ふのであるが,群 雄割據の時代もあつて,古 來尚

武の氣象が非常に強い 國民であり,ウ イリヤム・

テル の如き正義の武人も描かれてゐるし,又 現在

到る處に當時の面影を偲ぶに足る古城が聳えてゐ

る.

 「レザン」は一大高原で,「 サナ トリウム」の散在

する附近は海拔1250m-1550mの 高地で,東,北

は山を負ひ,南 は濶然として遙にモンブランの高

峰を望む,1年 中を通 じて 殆ど無風で,日 光の照
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射なき日も極めて稀である.高 山特有の空氣の清

澄さと乾燥せるために誠に爽侠を覺え,日 光は身

に浸みて強 く,Heliotherapieに は最適の地と言

へよう.兩 も非常に少く,時 に霧の襲來すること

あるも,其 の濃度は健康に障碍を及ぼす程度のも

のでは無いとのこである.

1年 の平均温 度は夏期は攝氏12.7度,冬 期は零

下5度,平均濕 度は56.8%で ある.冬 期と雖も無

風にして日光の照射があるため,裸體 で「スキー」

を行ふことが出來る.

Leysin

のSanatorium地帶 全景

Rollier

氏はKocher先 生の門下で,其 の助手

として外科的結核は觀血的療法のみにては治癒す

るものに非ずと考へ,1903年 この地に外科的結核

の療養所を 開設 したのである.時 に氏は30歳 で

あつた.爾 來30餘 年間氏の理想は着々と實現 し,

病棟32箇,病 床數1200床 に達 し,其の名聲は世界

に普 く,患 者の訪るる者歐米諸國よりは無論のこ

と,余 の訪れし時印度の某豪族が其の家庭醫を伴

ひて入院 してゐるとのことだつた・全く外科的結

核治療上の一大偉翻である.余 の訪問せる當時は

歐洲の經濟界が不況なりしためか,入 院患者 も非

常に少 くて700名 位 しか ゐなかつた.入 院料は5

「フラン」を最低とし,20「フ ラン」を最高とす.之

には診療費其の他全部を含む(1「フラン」は當時邦

價の約80錢強).

この療養所を訪るる各國からの醫學徒 も隨分多

いと見え,夫 等に對する應接の如きも全く行き届

.いたものである,應 接室には各種の骨關節結核は

無論皮膚,眼,耳 等殆ど總ての結核症 の治療前

後の「レ線」寫眞及び普通寫眞等を陳列 して縱覧 に

供 してある.

ロ リエー氏の外科的結核に對する治療法は 一種

獨特である.即 ちHeliotherapie in Verbinug mit

der Arbeitskurと稱 し,患者をして適度の勞作を

行はせながら日光療法 を行ひ,罹 患關節を可動の

儘治癒に趣かしめる主義を採つてゐる. '8

余は軸にロリエー氏のの外科的結核に對する治療

方針を聊か詳述したいと思ふ.

近代病理學は外科的結核が局所性疾患に非ずし

て,全 身感染の局所的發現に過ぎざることを立證

した 故に治療法も局所的と同時に全身的療法を

も併用しなければならぬ,寧 ろ後者を重要視すべ

きである.皮 膚は生理的竝に細菌學的に固有の身

體抵抗器官であり,物質代謝の調節器官で.もあ

る 故に日光療法に依りて皮膚を強化することは

身體の生理的機能を亢進せしめ,結 核菌に對する

抵抗力を強大ならしむる結果となる.又 日光療法

に依りて神經系統を刺戟し間接には内分泌機能を
t

も亢進せしむ.局 所的には鎭痛,及 び殺菌の兩作

用を現はし,皮膚各層の肥厚,及 び病竈の瘢痕化
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等をも促進す.故 に日光と新鮮なる空氣とが之等

疾患の治癒に最 も大切なるものなることは明かで

ある.

重症患者が氏の「クリニツク」を訪れ し當時の状

態を見るに皮膚は蒼白にして,貧 血 し,而 も萎縮

してゐる.又 屡々固定「ギブス」繃帶の長期装着の

ため,皮 膚の糜爛又は潰瘍の形成等を見ることも

ある.之 では皮膚の生理的機能は大半障碍され,

惹 いては疾患の治癒を抑壓することにもなる.日

光療法は一定のSchemaに 從ひ,最 初短時間より

漸次延長 し,照 射區域も漸次擴大す.併 し局所に

應 じて,又 個人の敏感度に應 じて多少參酌して實

施するを要す.斯 くて病的皮膚は徐々に色素沈着

を増し,抵 抗力を強化し,生 理的機能を快復 して

來るのである.

ロ リエー氏が身體全表面の照射を推稱する他の

理由は日光の筋肉系統に對する著明なる影響であ

る.日 光浴のために起る身體深部の充血,及 び熱

作用に因りて筋肉は常に攣縮運動を起し,自 ら強

化 し,生 理的機能を再び快復することが出來る.

筋肉の機能快復によりて罹患關節も亦其の生理的

機能の快復に向ふことが出來る.こ の事實は非常

に重大なる意義を有するものである と言 つて ゐ

る.日 光療法は靭帶及び骨骸に對しても,其 の機

能快復を促進するものである.即 ち鑛物質代謝を

旺盛ならしめ,骨 の「カルシウム」吸收力を亢進せ

しむ.

氏 が獨特の療法を開始 して 以來既に30有 餘年

の間,關 節切開も,關 節切除術も行はない方針を

採つてゐる.腐 骨の除去は只混合感染を起せる時

にのみ行つてゐる.開 放せざる病竈に於ては腐骨

は自然に吸收ざれるが故に剔出の必要 を認め な

い.手 術的侵襲を加ふる時は手術それ自身が既に

局所に對す る大なる外傷であり,局 所組織を破碎

して其の抵抗力を著 しく低下せしめ る ものであ

る.之 がため手術創は却而混合感染の門戸となる

場合多し.混 合感染は結核それ自身よりも却而危

險なることは明かである.

氏は閉鎖性 「ギブス繃帶」は生理的竝に整形外

科的にも甚 しき矛盾であるとなし,決 して之を使

用しない.「ギブス繃帶」を長期に亙 りて着用せぼ

皮膚及び筋肉は萎縮 し,前 述せるが如き之等器官

の重要なる機能を低下せしめ,引 いては罹患局所

の快復を著 しく障碍する結果 ともなる.又 局所の

絶對的安静と,局 所を日光より遮斷することとは

局所に於ける骨の 「カルシウム量」の減少を來し

Osteoporoseを 招來するものである.斯 くの如 く

「ギブス繃帶」を長期に亙 りて着用することは如何

なる點よりするも局所には惡影響を及ぼすもので

あると言つてゐる.

氏は「脊椎カリエス」竝に他の關節結核に對して

伸展法を行ふことあるも,之 は徐々に關節面の壓

迫を除去 し,骨,及 び軟骨の壓迫性潰瘍を防ぎ,

神經の壓迫症状を除去するを目的とすることは言

ふ迄もない.

以上の理由よりして氏は堪へず適度の關節運 動

を行はせつつ,局 所竝に全身の日光療法を行つて

罹患部の強直を起さすことなく治癒に趣か しめる

主義を採つてゐるのであるが,こ の目的に適ふも

のが氏のArbeitskurで ある、即ちArbeitskurに

よりて關節の生理的機能を保持し,患 者の全身血

行を可良ならしめ,體 温を調節し,神 經系統の平

衡を保ち,物 質代謝を促進せしむ.又 同時に精神

的にも良き影響を與ふるものである.又Arbeit-

skurは 經濟的補給の手段としても甚だ好都合なも

のである.即 ち斯の如き長期抵抗を要する疾患の

治療に際しては經濟的逼迫のため,治 療を中絶す

るの已むなきこと屡々であるが之に依りて治療を

長く繼續せしめ得,又 退院後に於ける職業再教育

の點等から見るもArbeitskurは 大 切なことであ

る.氏 が勞作を治療の目的に最初試みたのは1909

年LeysinにArbeitskolonieを 創設せる時に始

まる.即 ちLeysinに て籐細工,家 具類を小規 模

に 製らしめた.翌1910年Leysin附 近のCergnat
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に於て小模規の農場を開始 し,快 復期にある患者

をして農事に從事せしめた.

次いで1930年1月1日 國際工場病棟Inter-

nationale Klinik-Werkstatteを開始した.こ の

工場病棟は120床 を有し盛 大なものである.

このArbeitskurを 實施 して以來 「脊椎カリエ

ス」股關節其の他各種の關節結核,又 は結核性腹

膜炎患者等に試みしも未だ病勢の惡化せし もの,

又は合併症を併發 せしもの等1例 もなく,規 則正

しき勞作は患者に對 し,疲勞 感,體 温上昇,及 び

局所障碍等を訴へ しむること無く,却 而一般状態

の快復と相挨つて局所の治癒機轉 を促進させるも

のである.

以上がRollier氏 の外科的結核に對する治療方

針の大要で ある.

病棟を巡覽するに患者は何れも病室外の「バル

コニー」に「ペツトを引き出し,黒 光 りの裸體を竝

べて日光浴をして ゐる.「 脊椎カリエス」の患者は

「ギブス床」を用ひず,Hirsekorn Kisse(黍 粒 を

充した嚢)の上に全裸で横臥せ しめてゐる.流注

體瘍は穿破の危險 あるものは穿刺排膿を行ふ も然

らざるものは其の儘放置し,罹 患部の治癒と共に

自然に吸收 さるるを待つ.

脊椎の畸型あるも壓迫障碍の無きものには牽引

を行はない.佛 國にてアルビー氏手術 を行ひ.瘻

孔を留めし1「カリエ ス」患者も腹位に横臥 し

て黒光 りの裸體を日光に曝 してゐたが瘻孔は殆ど

完全に治癒 してゐた.又 他病院にて開腹手術を受

け,數箇所に瘻孔を造 り無月經となれる1女 性の

結核性腹膜炎患者に日光療法を繼續 すること2箇

月にして瘻孔も完全に閉鎖 し,月經 も再開せるを

見た.結 核性漬瘍に對 しても特別 の治療 を行は

ず,唯 日光療法のみを行つてゐる.膝 關節結核 の

患者 も局所の固定を行はず,日 光浴のみを行つて

ゐる.之 等の患者は床上にて讀書 し,編 物をなし

又は蒼空を仰ぎて斷雲の飛び交ふを眺むる等終 日

「バルコニー」にて日光浴に過す のである.内 服藥,

又は注射等は殆ど行つてゐない.無 食鹽,又は 減

鹽食療法も試みず,野菜 類を比較的多量に攝取 せ

しめてゐる.

小皃病棟では「バルコニー」の天井に紫色硝子を

用ひ強烈な日光の直射を遮けてゐる.工 場病棟を

見るに「バルコニー」 又は屋上に「ベツト」を竝べ

夫等の「ベツト」には各々電氣動力を導き「ベツト」

上に取 り着けた各種機械を動か して,機 械の小部

分品,電 氣器具,電 話器,運 動具,「 スリツバー」

「バルコニー」にて器械部分品製作中のArbeitskum.
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木綿, 麻製品,美術品等を製 作してゐる.又 「ミ

シン」を動 かして各種の裁 縫をも行つてゐる.快

復期の患者は「ベツト」を離れ,全 裸の儘大なる器

械を運轉せ,筋 肉勞働に從事してゐる.

屋上に於けるArbeitskur.

黒光 りする裸體を見よ

Rollier氏は1910年 よりLeysin附 近のCerg-

natにSchule an der Sonneを 開校 し,1箇 年を

通 じて虚弱兒童を收容 してゐる.之 等の兒童も全

裸で,冬は 雪眼鏡を着け「スキー」に乘つて通學 し

てゐる.LeysinにはRollier氏 のみならず,肺 結

核專門の内科醫Cardis,外 科のDr. de Rahm等

も「クリニツク」を開設 してゐる.之 等の大小多數

の病棟は見るからに明朗な感を與へ,山 腹に竝び

建つ樣は一大偉觀である.

總括

余は歐洲に於ける代表的外科的結核療養 所を視

察 し得たが,其 の治療法を概括的に見るならば,

非觀血的療法を最も可なりとする方針には諸家 一

致してゐる.X線 治療 も行は ない方針の人が多く

無食鹽,又 は減鹽食療法 を試みてゐ る人も極めて

稀である.

全身の日光療法 と新鮮なる空氣とを最も重要な

る治療劑 とし,全 身療法 を重要視 してゐることは

諸家全 く同一である.局 所は「ギブス繃帶」其の他

の固定器を用ひて絶對 安静を持續せ しめ,局 所の

一時的運動 機能の停止を以て治癒せ しむる一派の

學者多きも,Rollier氏 の如 く何等固定装置を使用

することなく,堪 へず罹患關節を輕く動かしつつ

治療 し,關 節を可動状態の儘治癒に趣かしめる學

者 もある.Rollier氏 の斯の如き治療にて永久治 ・

癒を得ることが出來るならば眞に理想的の療法で

あるが,Rollier氏 の「クリニツク」で所謂治癒 し

て退院するも間もなく再發を來すものが非常に多

いと非難する人も多い.併し 氏が日光を唯一の治

療劑 として,其 の名聲世界に普及せるは其の地が

療養に最適に して,四 季を通 じ強烈にして紫外線

量の豐富なる日光と清澄にして濕度低き空氣との

恩惠を完全に亨受することが出來るが爲である.

獨逸の如 く1年 の内冬期半箇年は日光の照射極め

て稀なる國,又 吾國の如く濕度高 く,而 も塵埃の

多き國にては日光のみを唯一の治療劑 とすること

能はずして局所の固定等の補助法を必要とするの

ではあるまいか.

Arbeitskurは各療養所 に於て旺んに試みられ

てゐる.之 は身體の適度の運動ともなり,自 ら經

濟的補給の道を講 じ,惹 いては長期に亙 りて治療

を繼續 せしめる手段ともな り,又 精神的苦痛を輕

減せしむる等の諸點から極めて有效なる治療法で

ある.

吾國は肺結核患者 の最も多き國とされ,其 の撲

滅は國民の保健衛生上焦眉の急務であるが,又 同

時に外科的結核に對 して も大いに意を用ひ,歐 洲

諸國に於けるが如き特種療養所の出現を切望して

止まない次第である.
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